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高陽中学校の小南教諭からは、自身の課題である「工夫した導入」を取り入れたいという意
気込みもあり、挑戦のある授業でした。ヤングリーダーが互いの授業を参観し、校種や教科を
超えて語り合い学び合う前向きな姿は、まさに主体的で対話的な学びそのものでした。
いつまでも学び続ける先生方の姿が、赤磐市の子どもたちに、学ぶことの楽しさを届けてく
れると期待しています。

キーワード

「工夫した導入」により生徒の主体的な学びを実現する

ヤングリーダー研修では、赤磐市の６名の教員
が、６回を超える授業づくり研修講座に参加しまし
た。
幼稚園、小・中学校という校種が異なる授業を
参観しあい、それぞれに新たな気づきがありまし
た。特に、幼稚園で行っている「遊びの環境を工
夫した学び」や、「興味関心、発達段階の異なる
園児一人ひとりへの学びを止めないきめ細やか
な配慮」などは、大いに参考になりました。
今回は、そのような学びや検討会を経て、６名が
計画・運営する授業公開を行いました。

授業では、単元の始まりにおいて生徒の興味
関心を引き出すための導入を工夫しました。
これまでに学んできた正三角形や二等辺三角
形、直角三角形の性質に関する問いを投げか
け、直角三角形の辺に関する性質について疑
問を持たせるようにしました。また、その性質に
気づかせるために、パズルを用いて三平方の
定理を発見することをねらいました。
子どもたち全員がパズルに熱中し、「え、でき
ない、なんで？」「おぉー！」「何が起こってる
の？」などと、意欲的に取り組む姿が見られまし
た。

参観授業後には、「小中学校の教員で考え、工夫した導入」を中心に協議し、次のような意見が出さ
れました。
①「導入」について
授業の導入は、生徒が主体的に学習に取り組むためにとても重要な活動であり、具体的で身近なも
のを題材にし、本時の課題（ねらい）を生徒自身が自ら確認していきます。本時でも、教師からの発問
とパズル教材により、ねらいに迫っていました。小学校段階では、十分に活動を設定しており、中学校
段階においても引き継いでいけると良いという意見が出されました。
②「展開」について
三平方の定理に生徒が気づく活動の中で、図形の要素である「面積」から「辺」に視点を転換する
思考がどうすれば生み出されるだろうかという疑問が出されました。それに対し、既習事項と結びつけ
ることで生徒自ら解決できるのではという意見が出されました。導入部分で主体的な姿を見せた生徒
がより深い思考に到達できるような手立てを工夫すると、より良いのではという意見も出されました。


